
(57)【要約】

【課題】容易に且つ低コストで製作することができる軽

量な車両用フレームを提供すること。

【解決手段】本発明のフレーム１は、アルミニウム又は

アルミニウム合金鋳物製フレーム本体10とアルミニウム

又はアルミニウム合金製蓋体20とを備える。フレーム本

体10は断面略コ字状のもので、フレーム本体10の上面が

開口している。

フレーム本体10の開口部11aの少なくとも一部が蓋体20

で閉塞されている。この閉塞状態で、フレーム本体10に

蓋体20がレーザ溶接や摩擦撹拌接合等によって接合一体

化されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 面 が 開 口 し た ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 フ レ ー ム 本 体 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム
又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 蓋 体 と を 備 え る と と も に 、 前 記 フ レ ー ム 本 体 の 開 口 部 の 少 な く と
も 一 部 が 前 記 蓋 体 で 閉 塞 さ れ た 状 態 で 、 前 記 フ レ ー ム 本 体 に 前 記 蓋 体 が 接 合 一 体 化 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 蓋 体 が レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 レ ー ザ 溶 接 は フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 を 含 有 し た 溶 加 材 を 用 い た も の で あ る 請 求 項 ２
記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 蓋 体 が 摩 擦 撹 拌 接 合 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー
ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 蓋 体 の 材 料 が 前 記 フ レ ー ム 本 体 の 材 料 と 同 一 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載
の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 フ レ ー ム 本 体 及 び 前 記 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 に 、 補 強 リ ブ 部 が 一 体 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ レ ー ム 本 体 及 び 前 記 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 の 一 部 に 、 補 強 用 厚 肉 部 が 形
成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ レ ー ム 本 体 に 、 他 の 部 材 と 接 続 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 蓋 体 に 、 他 の 部 材 と 接 続 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体 形 成 さ れ て い る
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 中 空 フ レ ー ム を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン メ ン バ や サ ブ フ レ ー ム 等 と し て 用 い ら れ る 車 両 用 中 空 フ レ ー
ム 及 び 車 両 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン メ ン バ や サ ブ フ レ ー ム と し て 用 い ら れ る 従 来 の フ レ ー ム は
、 従 来 、 鋼 材 製 で あ っ た た め 、 重 量 が 重 い と い う 問 題 を 抱 え て い た 。
そ こ で 、 近 年 、 フ レ ー ム の 軽 量 化 を 図 る た め 、 様 々 な 材 料 で 製 作 さ れ た フ レ ー ム が 開 発 さ
れ て お り 、 そ の 一 つ に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の フ レ ー ム が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 フ レ ー ム の 製 造 方 法 と し て 、 次 の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ ａ ） 素 材 と し て ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 を 塑 性 加 工 （ 例 え ば プ レ ス 加 工 ） し た の ち 接 合 す
る こ と に よ っ て フ レ ー ム 全 体 を 製 造 す る 方 法 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ ｂ ） 素 材 と し て ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 押 出 材 を ハ イ ド ロ フ ォ ー ム 等 で 曲 げ 成 形 す る こ と に よ
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っ て フ レ ー ム 全 体 を 製 造 す る 方 法 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ ｃ ） ダ イ カ ス ト 等 の 鋳 造 に よ っ て フ レ ー ム 全 体 を 製 造 す る 方 法 （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 、 ４
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － ４ ０ ５ ８ ９ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ４ １ ５ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 １ 、 １ ０ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ５ ５ ７ ２ 号 公 報 （ 請 求 項 ２ 、 第 ５ 図 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ７ ６ １ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 １ － ２ 図 ）
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 フ レ ー ム の 提 案 さ れ た 製 造 方 法 に は 、 次 の 難 点
が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ａ ） に よ れ ば 、 フ レ ー ム の 素 材 が 板 材 な の で 、 高 強 度 の フ レ ー ム を 製 作 す る こ と が 困 難
で あ っ た 。 一 方 、 フ レ ー ム の 高 強 度 化 を 図 る た め に 板 材 の 肉 厚 を 厚 く す る と 、 フ レ ー ム の
軽 量 化 を 図 る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ｂ ） に よ れ ば 、 フ レ ー ム の 素 材 が 押 出 材 な の で 、 フ レ ー ム の 肉 厚 は 押 出 方 向 に お い て 一
定 と な り 、 つ ま り フ レ ー ム の 肉 厚 を 押 出 方 向 に お い て 変 化 さ せ る こ と が で き な い 。 そ の た
め 、 フ レ ー ム の 全 て の 部 位 の 肉 厚 は 、 高 い 強 度 が 要 求 さ れ る 部 位 の 肉 厚 に 設 定 さ れ て い ま
い 、 フ レ ー ム の 軽 量 化 を 図 る こ と が 困 難 に な る 。 ま た 、 複 雑 な 断 面 形 状 の フ レ ー ム を 製 作
す る 場 合 に は 、 押 出 加 工 難 度 が 高 く な り 、 コ ス ト 高 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ｃ ） に よ れ ば 、 フ レ ー ム 全 体 が ダ イ カ ス ト 等 の 鋳 造 に よ っ て 製 造 さ れ る の で 、 内 部 に 中
空 部 を 有 す る フ レ ー ム を 製 造 す る こ と が 困 難 で あ り 、 コ ス ト 高 に な る と と も に 重 量 が 重 く
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 発 明 は 、 上 述 し た 技 術 背 景 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 容 易 に 且 つ 低 コ ス
ト で 製 作 す る こ と が で き る 軽 量 な 車 両 用 フ レ ー ム 及 び こ れ を 備 え た 車 両 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 以 下 の 手 段 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ ） 一 面 が 開 口 し た ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 フ レ ー ム 本 体 と 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 蓋 体 と を 備 え る と と も に 、 前 記 フ レ ー ム 本 体 の 開 口 部 の 少
な く と も 一 部 が 前 記 蓋 体 で 閉 塞 さ れ た 状 態 で 、 前 記 フ レ ー ム 本 体 に 前 記 蓋 体 が 接 合 一 体 化
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ２ ） 前 記 蓋 体 が レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ て い る 前 項 １ 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ
ー ム 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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（ ３ ） 前 記 レ ー ザ 溶 接 は フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 を 含 有 し た 溶 加 材 を 用 い た も の で あ る 前
項 ２ 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ４ ） 前 記 蓋 体 が 摩 擦 撹 拌 接 合 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ て い る 前 項 １ 記 載 の 車 両 用 フ レ ー
ム 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ５ ） 前 記 蓋 体 の 材 料 が 前 記 フ レ ー ム 本 体 の 材 料 と 同 一 で あ る 前 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項
記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ６ ） 前 記 フ レ ー ム 本 体 及 び 前 記 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 に 、 補 強 リ ブ 部 が 一 体
形 成 さ れ て い る 前 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ７ ） 前 記 フ レ ー ム 本 体 及 び 前 記 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 の 一 部 に 、 補 強 用 厚 肉
部 が 形 成 さ れ て い る 前 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ８ ） 前 記 フ レ ー ム 本 体 に 、 他 の 部 材 と 接 続 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体
形 成 さ れ て い る 前 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ９ ） 前 記 蓋 体 に 、 他 の 部 材 と 接 続 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体 形 成 さ れ
て い る 前 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 記 載 の 車 両 用 中 空 フ レ ー ム 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ １ ０ ） 前 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 中 空 フ レ ー ム を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 車
両 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 上 記 各 項 の 発 明 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ １ ） の 発 明 で は 、 フ レ ー ム が 中 空 で あ り 、 且 つ 、 フ レ ー ム 本 体 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル
ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 で あ り 、 更 に 蓋 体 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で あ る こ と
に よ り 、 フ レ ー ム の 軽 量 化 が 図 ら れ る 。 ま た 、 フ レ ー ム 本 体 が 鋳 物 製 で あ る こ と に よ り 、
フ レ ー ム の 製 造 コ ス ト が 引 き 下 げ ら れ る 。 ま た 、 フ レ ー ム 本 体 が 鋳 物 製 で あ る か ら 、 フ レ
ー ム の レ イ ア ウ ト 上 の 要 請 に よ り 車 体 と の 干 渉 を 避 け る べ く 複 雑 な 三 次 元 立 体 形 状 を 付 与
す る こ と も 、 設 計 上 容 易 に 対 応 で き る 。 ま た 、 フ レ ー ム 本 体 の 開 口 部 の 少 な く と も 一 部 が
蓋 体 で 閉 塞 さ れ た 状 態 で 、 フ レ ー ム 本 体 に 蓋 体 が 接 合 一 体 化 さ れ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム
が 閉 断 面 構 造 と な る た め 、 フ レ ー ム の 強 度 や 剛 性 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本
体 と の 接 合 作 業 を フ レ ー ム の 一 面 側 か ら だ け で 行 う こ と が で き る た め 、 か か る 接 合 作 業 を
容 易 に 行 う こ と が で き 、 ひ い て は フ レ ー ム の 製 造 コ ス ト を 更 に 引 き 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 本 発 明 で は 、 通 常 、 フ レ ー ム 本 体 は 略 水 平 状 に 配 置 さ れ る も の で あ っ て 、 該 フ レ ー
ム 本 体 の 上 面 又 は 下 面 が 開 口 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に 係 る フ レ ー ム は 、 車 両 （ 例 え ば 自 動 車 や 鉄 道 車 両 ） に お け る 様 々 な 種 類 の フ レ ー
ム に 用 ら れ 、 そ の 種 類 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば サ ブ フ レ ー ム や サ ス ペ ン シ ョ ン
メ ン バ と し て 特 に 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ２ ） の 発 明 で は 、 蓋 体 が レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム 本
体 に 蓋 体 が 強 固 に 接 合 さ れ 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ３ ） の 発 明 で は 、 フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 を 含 有 し た 溶 加 材 を 用 い た レ ー ザ 溶 接 に よ っ
て フ レ ー ム 本 体 に 蓋 体 が 接 合 一 体 化 さ れ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム 本 体 に 蓋 体 が 更 に 強 固 に
接 合 さ れ 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 が 更 に 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ４ ） の 発 明 で は 、 蓋 体 が 摩 擦 撹 拌 接 合 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム
本 体 に 蓋 体 が 強 固 に 接 合 さ れ 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ５ ） の 発 明 で は 、 蓋 体 の 材 料 が フ レ ー ム 本 体 の 材 料 と 同 一 で あ る こ と よ り 、 フ レ ー ム 本
体 に 蓋 体 が 強 固 に 接 合 さ れ 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ６ ） の 発 明 で は 、 フ レ ー ム 本 体 及 び 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 に 、 補 強 リ ブ 部 が
一 体 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 フ レ ー ム が こ の 補 強 リ ブ 部 に よ っ て 補 強 さ れ 、 も っ て フ
レ ー ム の 強 度 や 剛 性 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ７ ） の 発 明 で は 、 フ レ ー ム 本 体 及 び 蓋 体 の う ち 少 な く と も 一 方 の 部 材 の 一 部 に 、 補 強 用
厚 肉 部 が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 フ レ ー ム が こ の 厚 肉 部 に よ っ て 補 強 さ れ 、 も っ て フ
レ ー ム の 強 度 や 剛 性 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ８ ） の 発 明 で は 、 フ レ ー ム 本 体 に ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体 形 成 さ れ て い る の で 、 部 材 点 数 を
少 な く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 フ レ ー ム を 更 に 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ９ ） の 発 明 で は 、 蓋 体 に ブ ラ ケ ッ ト 部 が 一 体 形 成 さ れ て い る の で 、 部 材 点 数 を 少 な く す
る こ と が で き る 。 そ の た め 、 フ レ ー ム を 更 に 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ １ ０ ） の 発 明 で は 、 車 両 が 上 記 中 空 フ レ ー ム を 備 え て い る こ と に よ り 、 優 れ た 強 度 的 信
頼 性 を 有 す る 車 両 が 提 供 さ れ る 。 ま た 、 車 両 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 車 両
の 燃 費 が 向 上 す る 。 な お 、 本 発 明 に お い て 、 車 両 の 種 類 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 自 動 車 や 鉄 道 車 両 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 こ の 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 で
は 、 車 両 用 中 空 フ レ ー ム と し て 自 動 車 用 の も の を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ に お い て 、 （ １ ） は 本 実 施 形 態 に 係 る 自 動 車 用 中 空 フ レ ー ム で あ る 。 こ の フ レ ー ム （
１ ） は 、 自 動 車 （ 図 示 せ ず ） の サ ブ フ レ ー ム （ 例 え ば リ ヤ サ ブ フ レ ー ム や フ ロ ン ト サ ブ フ
レ ー ム ） と し て 用 い ら れ る も の で あ り 、 自 動 車 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 略 水 平 状 に
配 置 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の フ レ ー ム （ １ ） （ 即 ち サ ブ フ レ ー ム ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 平 面 視 略 ロ 字 状 （ 略 井 桁
状 を 含 む 。 ） の も の で あ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 断 面 略 ロ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内
部 に 中 空 部 （ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 中 空 部 （ ２ ） は フ レ ー ム （ １ ） の 延 び る 方 向 に
連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の フ レ ー ム （ １ ） は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 自 動 車 （ 車 両 ） の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ る 前 後
一 対 の 棒 状 ク ロ ス メ ン バ （ ３ ） （ ３ ） と 、 自 動 車 の 前 後 方 向 に 延 設 さ れ る と と も に 両 ク ロ
ス メ ン バ （ ３ ） （ ３ ） 間 に 架 設 さ れ て 両 ク ロ ス メ ン バ （ ３ ） （ ３ ） を 連 結 し た 左 右 一 対 の
棒 状 サ イ ド メ ン バ （ ４ ） （ ４ ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の フ レ ー ム （ １ ） の ク ロ ス メ ン バ （ ３ ） の 両 端 部 に は 、 ブ ッ シ ュ 装 着 用 の 筒 状 （ 詳 述 す
る と 円 筒 状 ） 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） は
ブ ッ シ ュ 装 着 孔 （ 5a） を 有 し て お り 、 こ の ブ ッ シ ュ 装 着 孔 （ 5a） 内 に は ゴ ム 弾 性 部 を 有 す
る ブ ッ シ ュ （ ６ ） が 装 着 さ れ る 。 こ の 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） は 、 ブ ッ シ ュ 装 着 孔 （ 5a）
内 に 装 着 さ れ た ブ ッ シ ュ （ ６ ） を 介 し て 、 他 の 部 材 と し て 例 え ば 車 体 と 接 続 さ れ る も の で
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あ る 。 ま た 、 前 後 両 ク ロ ス メ ン バ （ ３ ） （ ３ ） の う ち い ず れ か 一 方 の ク ロ ス メ ン バ （ ３ ）
（ 後 ク ロ ス メ ン バ ） の 長 さ 方 向 中 間 部 に は 、 ２ 個 の ブ ッ シ ュ 装 着 孔 （ 5a） （ 5a） が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の フ レ ー ム （ １ ） の サ イ ド メ ン バ （ ４ ） に は 下 方 突 出 状 の 第 ２ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ７ ） が 設
け ら れ て い る 。 こ の 第 ２ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ７ ） は 、 他 の 部 材 と し て 例 え ば サ ス ペ ン シ ョ ン 装
置 の ロ ア リ ン ク （ 図 示 せ ず ） と 接 続 さ れ る も の で あ る 。 さ ら に 、 サ イ ド メ ン バ （ ４ ） に は
上 方 突 出 状 の 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ８ ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ８ ） は
、 他 の 部 材 と し て 例 え ば 前 記 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の ア ッ パ ー リ ン ク （ 図 示 せ ず ） と 接 続 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） は 上 述 し た よ う に 筒 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 一 方 、 第 ２ ブ ラ
ケ ッ ト 部 （ ７ ） 及 び 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ８ ） は い ず れ も 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の 板 状 接 続
片 部 を 有 し て い る 。 各 接 続 片 部 は 軸 受 け 孔 が 形 成 さ れ る 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
次 に 、 こ の フ レ ー ム （ １ ） の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の フ レ ー ム （ １ ） は 、 断 面 略 コ 字 状 の フ レ ー ム 本 体 （ 10） と 板 状 の
蓋 体 （ 20） と が 組 み 付 け ら れ て 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
フ レ ー ム 本 体 （ 10） は 、 フ レ ー ム （ １ ） が 自 動 車 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 略 水 平 状
に 配 置 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 こ の フ レ ー ム 本 体 （ 10） は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 上
面 が 開 口 し た も の で あ っ て 、 フ レ ー ム （ １ ） の 下 面 部 と 両 側 面 部 と を 形 成 す る も の で あ る
。 し た が っ て 、 こ の フ レ ー ム 本 体 （ 10） は 、 フ レ ー ム （ １ ） と 同 じ く 平 面 視 略 ロ 字 状 の も
の で あ っ て 、 前 後 一 対 の ク ロ ス メ ン バ 形 成 部 （ 3'） （ 3'） と 左 右 一 対 の サ イ ド メ ン バ 形 成
部 （ 4'） （ 4'） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
フ レ ー ム 本 体 （ 10） は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 の も の で あ る 。 こ の フ レ ー ム 本 体 （ 10） の
材 料 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ （ 日 本 工 業 規 格 ） 　 Ａ Ｄ Ｃ １ ２ 、 Ａ Ｃ ４ Ｃ Ｈ 等 で あ る こ と が 望 ま し い が 、
本 発 明 で は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 材 料 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 こ の フ レ ー ム
本 体 （ 10） の 鋳 造 方 法 と し て は 、 重 力 鋳 造 法 、 低 圧 鋳 造 法 、 ダ イ カ ス ト 法 が 例 示 さ れ る が
、 本 発 明 で は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 鋳 造 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 所 定 部 位 に は 、 前 記 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） 及 び 前 記 第 ２ ブ ラ
ケ ッ ト 部 （ ７ ） が 一 体 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 凹 部 （ 11） は 、 フ レ
ー ム （ １ ） の 前 記 中 空 部 （ ２ ） を 形 成 す る た め の も の で あ っ て 、 こ の 凹 部 （ 11） 及 び そ の
開 口 部 （ 11a） は フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 延 び る 方 向 に 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
フ レ ー ム 本 体 （ 10） に お け る 高 い 強 度 が 要 求 さ れ る 部 位 に は 、 補 強 リ ブ 部 （ 12a） が 一 体
形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12a） は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 第
１ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） 近 傍 の 内 面 に 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 延 び る 方 向 に 連 続 し て 一 体 形
成 さ れ て い る 。 こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12a） に よ っ て フ レ ー ム 本 体 （ 10） が 補 強 さ れ て い る 。
こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12a） は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 蓋 体 （ 20） が 接 合 一 体 化 さ れ る こ と に
よ り 、 蓋 体 （ 20） で 覆 わ れ て 隠 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
さ ら に 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に お け る 高 い 強 度 が 要 求 さ れ る 部 位 の 肉 厚 は 、 当 該 フ レ ー ム
本 体 （ 10） の 他 の 部 位 の 肉 厚 よ り も 大 寸 に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 当 該 部 位 に 補 強 用 厚 肉 部
（ 13） が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 補 強 用 厚 肉 部 （ 13） は 、 フ レ ー ム 本 体 （
10） の 側 面 部 に お け る 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） 近 傍 の 部 位 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 補 強 用
厚 肉 部 （ 13） に よ っ て フ レ ー ム 本 体 （ 10） が 補 強 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 こ の フ レ ー ム 本 体 （ １ ） の 両 側 面 部 の 内 面 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 蓋 体 （ 20） を 受
け る 段 部 （ 14） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
蓋 体 （ 20） は 、 板 状 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 の も の で あ る 。 こ の 蓋 体 （ 20） の 材 料 は 、 前 記
フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 材 料 と 同 一 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ う す る こ と に よ り 、 蓋 体 （ 20
） を フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 強 固 に 接 合 で き る よ う に な り 、 蓋 体 （ 20） の フ レ ー ム 本 体 （ 10
） と の 接 合 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 で は 、 蓋 体 （ 20） の 製 造 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 こ の 蓋 体 （ 20）
は 展 伸 材 製 で あ っ て も 良 い し 、 鋳 物 製 で あ っ て も 良 い し 、 板 材 打 抜 き 成 型 品 か ら な る も の
で あ っ て も 良 い 。 特 に 蓋 体 （ 20） は 鋳 物 製 か 展 伸 材 製 で あ る こ と が 望 ま し い 。 蓋 体 （ 20）
が 鋳 物 製 で あ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム （ １ ） の 製 造 コ ス ト を 引 き 下 げ る こ と が で き る か ら
で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 蓋 体 （ 20） の 鋳 造 方 法 と し て は 、 フ レ ー ム 本 体 （ １ ） の 上 述
し た 鋳 造 方 法 と 同 じ 方 法 を 適 用 可 能 で あ る が 、 本 発 明 で は 、 蓋 体 （ 20） の 鋳 造 方 法 は 限 定
さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 蓋 体 （ 20） が 展 伸 材 製 で あ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム （ １ ） の
強 度 や 剛 性 が 向 上 す る し 、 そ の 上 、 靱 性 や 耐 衝 撃 性 に つ い て も 向 上 す る 。 こ の 場 合 に お い
て 、 展 伸 材 は 、 圧 延 材 、 押 出 材 、 引 抜 き 材 で あ っ て も 良 い し 、 熱 間 又 は 冷 間 の 塑 性 加 工 品
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
蓋 体 （ 20） は フ レ ー ム （ １ ） の 上 面 部 を 形 成 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 蓋 体 （ 20
） は 、 フ レ ー ム （ １ ） と 同 じ く 平 面 視 略 ロ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 蓋 体 （ 20
） の 所 定 部 位 に は 前 記 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ８ ） が 接 合 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 フ レ ー ム （ １ ） に お い て は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 蓋 体 （ 20） は フ レ ー ム 本 体
（ 10） の 開 口 部 （ 11a） に 内 嵌 め 状 態 に 嵌 合 装 着 さ れ 、 こ れ に よ り 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10）
の 開 口 部 （ 11a） の 全 体 が こ の 蓋 体 （ 20） で 閉 塞 さ れ て い る 。 こ の 閉 塞 状 態 に お い て 、 図
５ に 示 す よ う に 蓋 体 （ 20） の 裏 面 は フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 前 記 段 部 （ 14） で 受 け ら れ て い
る 。 そ し て 、 こ の 閉 塞 状 態 で 蓋 体 （ 20） が フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 接 合 一 体 化 さ れ て お り 、
こ れ に よ り 、 図 １ に 示 し た 上 記 フ レ ー ム （ １ ） が 製 造 さ れ て い る 。 図 ２ に お い て 、 （ ９ ）
は 、 蓋 体 （ 20） と フ レ ー ム 本 体 （ 10） と を 接 合 し た 接 合 部 で あ る 。 こ う し て フ レ ー ム 本 体
（ 10） の 開 口 部 （ 11a） が 蓋 体 （ 20） で 閉 塞 さ れ る こ と に よ り 、 フ レ ー ム （ １ ） は 閉 断 面
構 造 と な さ れ て お り 、 そ の 内 部 に は フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 凹 部 （ 11） か ら な る 前 記 中 空 部
（ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 で は 、 蓋 体 （ 20） を フ レ ー ム 本 体 （ １ ） に 接 合 す る 接 合 手 段 は 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 例 え ば 冶 金 的 接 合 手 段 （ レ ー ザ 溶 接 、 摩 擦 撹 拌 接 合 、 Ｍ Ｉ Ｇ 溶 接 等 ） で あ っ て も 良
い し 、 機 械 的 接 合 手 段 （ リ ベ ッ ト 、 ボ ル ト 等 ） で あ っ て も 良 い 。 こ れ ら の 接 合 手 段 の う ち
、 本 発 明 で は 特 に レ ー ザ 溶 接 又 は 摩 擦 撹 拌 接 合 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う に レ ー ザ
溶 接 や 摩 擦 撹 拌 接 合 を 接 合 手 段 と し て 適 用 す る こ と に よ り 、 蓋 体 （ 20） を フ レ ー ム 本 体 （
10） に 強 固 に 接 合 で き る よ う に な る 。 そ の 理 由 は 次 の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 フ レ ー ム
本 体 （ 10） は 鋳 物 製 で あ る か ら 、 一 般 に 、 該 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 内 部 に は 鋳 造 時 に 巻 き
込 ま れ た 空 気 等 の ガ ス が 含 有 さ れ て い る 。 そ の た め 、 こ の ガ ス が 接 合 時 に フ レ ー ム 本 体 （
10） 内 部 か ら 多 量 に 放 出 さ れ て し ま い 、 接 合 部 （ ９ ） に 気 孔 が 発 生 し 易 い 。 こ の よ う に 気
孔 が 発 生 す る と 、 接 合 強 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 接 合 手 段
と し て レ ー ザ 溶 接 又 は 摩 擦 撹 拌 接 合 を 適 用 す る 。 こ う す る こ と に よ り 、 気 孔 の 発 生 を 抑 制
す る こ と が で き 、 蓋 体 （ 20） を フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 強 固 に 接 合 で き 、 も っ て 蓋 体 （ 20）
の フ レ ー ム 本 体 （ 10） と の 接 合 強 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
さ ら に 、 こ の レ ー ザ 溶 接 は 、 フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 を 含 有 し た 溶 加 材 を 用 い て 行 う こ と
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が 望 ま し い 。 こ う す る こ と に よ り 、 気 孔 の 発 生 を 著 し く 抑 制 す る こ と が で き 、 蓋 体 （ 20）
を フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 更 に 強 固 に 接 合 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
接 合 手 段 が レ ー ザ 溶 接 で あ る 場 合 に お い て 、 そ の レ ー ザ 溶 接 法 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説
明 す る と 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
同 図 に お い て 、 （ 30） は レ ー ザ 光 、 （ 31） は レ ー ザ 集 光 ヘ ッ ド で あ る 。 ま た 、 （ 35） は 棒
状 又 は ワ イ ヤ 状 の 溶 加 材 で あ る 。 こ の 溶 加 材 （ 35） は フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 を 含 有 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
レ ー ザ 光 （ 30） は 、 レ ー ザ 発 振 器 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 発 振 さ れ て レ ー ザ 集 光 ヘ ッ ド （ 31
） に よ っ て 集 光 さ れ る 。 そ し て 、 集 光 さ れ た レ ー ザ 光 （ 30） は 、 同 図 に 示 す よ う に 、 フ レ
ー ム 本 体 （ 10） の 側 面 部 の 上 端 部 と 蓋 体 （ 20） の 側 縁 部 と の 当 接 部 （ 18） （ 即 ち 接 合 予 定
部 ） の 外 面 に 照 射 さ れ る 。 こ の レ ー ザ 光 （ 30） の 照 射 に よ っ て 当 接 部 （ 18） や そ の 近 傍 が
溶 融 し 、 も っ て 蓋 体 （ 20） が フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 接 合 さ れ る 。 溶 加 材 （ 35） は 、 こ の レ
ー ザ 溶 接 時 に 前 記 当 接 部 （ 18） に 連 続 的 に 供 給 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 レ ー ザ 光 （ 30） と し
て は 、 様 々 な 波 長 の レ ー ザ 光 が 用 い ら れ 、 例 え ば Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ 光 、 Ｃ Ｏ 2 レ ー ザ 光 が 用 い
ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
溶 加 材 （ 35） に お い て 、 フ ッ 化 物 系 フ ラ ッ ク ス 材 は Ｋ － Ａ ｌ － Ｆ 系 フ ラ ッ ク ス 材 で あ る こ
と が 望 ま し い 。 Ｋ － Ａ ｌ － Ｆ 系 フ ラ ッ ク ス 材 の 成 分 に つ い て 具 体 的 に 例 示 す る と 、 一 般 式
： Ｋ n Ａ ｌ Ｆ n + 3 （ ｎ は １ 以 上 の 整 数 ） で 表 さ れ る Ｋ Ａ ｌ Ｆ 4 、 Ｋ 2 Ａ ｌ Ｆ 5 、 Ｋ 3 Ａ ｌ Ｆ 6 、
Ｋ Ｆ と Ａ ｌ Ｆ 3 と の 混 合 物 又 は 共 晶 組 成 物 、 お よ び フ ル オ ロ ア ル ミ ン 酸 カ リ ウ ム 錯 体 の う
ち の い ず れ か １ 種 、 あ る い は ２ 種 以 上 の 混 合 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 こ の 溶 加 材 （ 35）
に 含 有 さ れ る ベ ー ス 材 は Ａ ｌ － Ｓ ｉ 系 材 料 で あ る こ と が 望 ま し く 、 特 に Ａ ｌ － １ ０ 質 量 ％
Ｓ ｉ 材 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ４ ０ ４ ３ 材 及 び Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ ４ ０ ４ ７ 材 の う ち い ず れ か １ 種 、 あ る い は
２ 種 以 上 の 混 合 材 料 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
接 合 手 段 が 摩 擦 撹 拌 接 合 で あ る 場 合 に お い て 、 そ の 摩 擦 撹 拌 接 合 法 に つ い て 図 ６ を 参 照 し
て 説 明 す る と 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
同 図 に お い て 、 （ 40） は 摩 擦 撹 拌 接 合 工 具 で あ る 。 こ の 接 合 工 具 （ 40） は 回 転 可 能 な ピ ン
状 プ ロ ー ブ （ 41） を 有 し て い る 。 こ の 接 合 工 具 （ 40） の プ ロ ー ブ （ 41） を 回 転 さ せ た 状 態
で 該 プ ロ ー ブ （ 41） を 前 記 当 接 部 （ 18） に 埋 入 す る 。 そ し て 、 こ の 埋 入 状 態 で プ ロ ー ブ （
41） を 当 接 部 （ 18） に 沿 っ て フ レ ー ム 本 体 （ 10） 及 び 蓋 体 （ 20） に 対 し て 相 対 的 に 移 動 さ
せ る 。 す る と 、 プ ロ ー ブ （ 41） の 回 転 に 伴 い 発 生 す る 摩 擦 熱 に よ っ て 当 接 部 （ 18） や そ の
近 傍 の 材 料 が 軟 化 し 、 更 に こ の 軟 化 し た 材 料 が フ ロ ー ブ （ 18） に よ っ て 撹 拌 混 合 さ れ 、 も
っ て 蓋 体 （ 20） が フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 接 合 さ れ る 。 こ の よ う に 摩 擦 撹 拌 接 合 に よ っ て 蓋
体 （ 20） を フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 接 合 す る こ と に よ り 、 気 孔 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き
、 蓋 体 （ 20） を フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 強 固 に 接 合 で き る よ う に な る 。 し か も 、 摩 擦 撹 拌 接
合 は 、 固 相 接 合 の 範 疇 に 入 る 接 合 手 段 で あ る か ら 、 接 合 に 伴 う 熱 歪 み が 殆 ど 発 生 せ ず 、 し
た が っ て 寸 法 精 度 の 高 い フ レ ー ム （ １ ） を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
而 し て 、 上 記 実 施 形 態 の フ レ ー ム （ １ ） は 次 の よ う な 利 点 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 フ レ
ー ム （ １ ） は 中 空 で あ り 、 且 つ フ レ ー ム 本 体 （ 10） が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 で あ り 、 更
に 蓋 体 （ 20） が ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で あ る た め 、 フ レ ー ム （ １ ） は 極 め て 軽 量 に な っ て い
る 。 し た が っ て 、 こ の フ レ ー ム （ １ ） を 自 動 車 に サ ブ フ レ ー ム と し て 取 り 付 け る こ と に よ
り 、 自 動 車 の 燃 費 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
さ ら に 、 こ の フ レ ー ム （ １ ） で は 、 レ ー ム 本 体 （ 10） が 鋳 物 製 で あ る か ら 、 フ レ ー ム （ １
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） の 製 造 コ ス ト を 引 き 下 げ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） と 蓋 体 （ 20） と
の 組 み 付 け に よ っ て 製 作 さ れ て い る の で 、 該 フ レ ー ム （ １ ） を 容 易 に 製 作 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
さ ら に 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に お け る 高 い 強 度 が 要 求 さ れ る 部 位 に は 、 補 強 リ ブ 部 （ 12）
と 補 強 用 厚 肉 部 （ 13） が 形 成 さ れ て い る の で 、 フ レ ー ム （ １ ） は 極 め て 高 い 強 度 及 び 剛 性
を 有 し て お り 、 優 れ た 強 度 的 信 頼 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た 、 フ レ ー ム 本 体 （ １ ） の 開 口 部 （ 11a） は 該 フ レ ー ム 本 体 （ １ ） の 上 面 に 形 成 さ れ て
い る か ら 、 蓋 体 （ 20） の フ レ ー ム 本 体 （ 10） と の 接 合 作 業 を フ レ ー ム 本 体 （ 11） の 上 面 側
か ら だ け で 行 う こ と が で き る 。 そ の た め 、 か か る 接 合 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
さ ら に 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） と 第 ２ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ７ ） が 一 体
形 成 さ れ て い る か ら 、 部 材 点 数 が 少 な く 、 そ の た め フ レ ー ム （ １ ） を 更 に 容 易 に 製 作 す る
こ と が で き 、 ひ い て は フ レ ー ム （ １ ） の 製 造 コ ス ト を 大 幅 に 引 き 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
図 ７ は 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る フ レ ー ム の 第 １ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
こ の 第 １ 変 形 例 で は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に は 、 そ の 凹 部 （ 11） を 横 断 す る 態 様 の 補 強 リ
ブ 部 （ 12b） が 一 体 形 成 さ れ て い る 。 こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12b） に よ っ て フ レ ー ム 本 体 （ 10）
が 補 強 さ れ て い る 。 こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12b） は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 蓋 体 （ 20） が 接 合
一 体 化 さ れ る こ と に よ り 、 蓋 体 （ 20） で 覆 わ れ て 隠 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
図 ８ は 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る フ レ ー ム の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
こ の 第 ２ 変 形 例 で は 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に は 、 そ の 凹 部 （ 11） を 横 断 す る 態 様 の 補 強 リ
ブ 部 （ 12c） が 一 体 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 蓋 体 （ 20） に は 補 強 リ ブ 部 突 出 用 孔 （ 22） が
設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） に 蓋 体 （ 20） が 接 合 一 体 化 さ れ た 状 態 に お
い て 、 前 記 孔 （ 22） か ら 補 強 リ ブ 部 （ 12c） の 一 部 （ 12d） （ 上 端 部 ） が 突 出 し て い る 。 さ
ら に 、 こ の 補 強 リ ブ 部 （ 12c） の 突 出 し た 部 分 （ 12d） と 蓋 体 （ 20） と が レ ー ザ 溶 接 や 摩 擦
撹 拌 接 合 等 に よ っ て 接 合 一 体 化 さ れ て い る 。 そ の た め 、 蓋 体 （ 20） の フ レ ー ム 本 体 （ 10）
と の 接 合 強 度 が 極 め て 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ９ は 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る フ レ ー ム の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
こ の 第 ３ 変 形 例 で は 、 蓋 体 （ 20） は 例 え ば 鋳 物 製 の も の で あ る 。 こ の 蓋 体 （ 20） に は 上 方
突 出 状 の 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ 23） が 一 体 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 同 図 に お い て 、 （ 23a）
は 軸 受 け 孔 形 成 用 切 除 予 定 部 で あ る 。 こ の 第 ３ 変 形 例 で は 、 蓋 体 （ 20） に 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト
部 （ 23） が 一 体 形 成 さ れ て い る か ら 、 部 材 点 数 が 更 に 少 な く な っ て お り 、 そ の た め フ レ ー
ム を よ り 一 層 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
以 上 で 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 示 す も の
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
例 え ば 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 鋳 物 製 で あ っ て も 良 い し 、 マ グ ネ シ ウ ム 又
は マ グ ネ シ ウ ム 合 金 鋳 物 製 で あ っ て も 良 い し 、 他 の 金 属 鋳 物 製 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 蓋
体 （ 20） は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 で あ っ て も 良 い し 、 マ グ ネ シ ウ ム 又 は マ グ ネ シ ウ ム 合 金 製 で
あ っ て も 良 い し 、 他 の 金 属 製 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 開 口 部 （ 11a） は 、 必 ず し も そ の 全 体 が 蓋 体 （ 20） で 閉 塞 さ
れ て い る 必 要 は な く 、 つ ま り 前 記 開 口 部 （ 11a） の 一 部 が 開 い た 状 態 に な っ て い て も 良 い
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
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ま た 、 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 開 口 部 （ 11a） は 、 該 フ レ ー ム 本 体 （ 10） の 上 面 で は な く 下
面 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 補 強 リ ブ 部 や 補 強 用 厚 肉 部 は 、 蓋 体 （ 20） に 一 体 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 ブ ッ シ ュ 装 着 用 の 筒 状 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部 （ ５ ） は 、 蓋 体 （ 20） に 一 体 形 成 さ れ て い
て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 の 次 第 で 、 こ の 発 明 は 次 の 効 果 を 奏 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ ー ム が 中 空 で あ り 、 且 つ 、 フ レ ー ム 本 体 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 鋳 物 製 で あ り 、 更 に 蓋 体 が ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 で あ る
か ら 、 フ レ ー ム の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 フ レ ー ム 本 体 が 鋳 物 製 で あ る か ら 、
フ レ ー ム の 製 造 コ ス ト を 引 き 下 げ る こ と が で き る し 、 更 に は 、 車 体 と の 干 渉 を 避 け る べ く
複 雑 な 三 次 元 立 体 形 状 を 付 与 す る こ と も 、 設 計 上 容 易 に 対 応 で き る 。 ま た 、 フ レ ー ム が 閉
断 面 構 造 と な る た め 、 フ レ ー ム の 強 度 や 剛 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 体 の フ
レ ー ム 本 体 と の 接 合 作 業 を フ レ ー ム の 一 面 側 か ら だ け で 行 う こ と が で き る た め 、 か か る 接
合 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 ひ い て は フ レ ー ム の 製 造 コ ス ト を 更 に 引 き 下 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ ２ ） の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
（ ３ ） の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ５ 】
（ ４ ） の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ ５ ） の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 体 の フ レ ー ム 本 体 と の 接 合 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ ６ ） の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ ー ム の 強 度 や 剛 性 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ７ ） の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ ー ム の 強 度 や 剛 性 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ ８ ） の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ ー ム を 更 に 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
（ ９ ） の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ ー ム を 更 に 容 易 に 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
（ １ ０ ） の 発 明 に よ れ ば 、 優 れ た 強 度 的 信 頼 性 を 有 す る 車 両 が 提 供 さ れ 、 ま た 車 両 の 燃 費
が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 フ レ ー ム の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 中 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 蓋 体 を フ レ ー ム 本 体 に レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 接 合 一 体 化 す る 途 中 の 状 態 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 蓋 体 を フ レ ー ム 本 体 に 摩 擦 撹 拌 接 合 に よ っ て 接 合 一 体 化 す る 途 中 の 状 態 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム の 第 １ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 上 記 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 実 施 形 態 に 係 る 車 両 用 中 空 フ レ ー ム の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … フ レ ー ム （ サ ブ フ レ ー ム ）
２ … 中 空 部
５ … 第 １ ブ ラ ケ ッ ト 部
７ … 第 ２ ブ ラ ケ ッ ト 部
８ 、 23… 第 ３ ブ ラ ケ ッ ト 部
９ … 接 合 部
10… フ レ ー ム 本 体
11… 凹 部
11a… 開 口 部
12a、 12b、 12c… 補 強 リ ブ 部
13… 補 強 用 厚 肉 部
20… 蓋 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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